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新 注射用 セ フェム系抗 生物 質cefclidinを1例 の急性 単純 性 腎孟 腎炎 と38例 の複雑 性尿 路感 染

症 に投与 して,以 下の 成績 を得 た。

急 性腎孟 腎炎:1日1g,3日 間投 与 で著効 を示 した。慢性 複雑 性UTI:1日,0.5g×2,1

g×1,1g×2等 の投与 量 で5日 間治 療 した。UTI薬 効 評価 基準 で評価 し得 た症 例 は24例 で あ

った。成績 は著効5例,有 効12例,無 効7例 で総合 有効率 は71%で あ った。特 に顕著 で あ った

ことはAeudomonas umginosa9株 中7株 が除菌 された こ とであ った。安全 性:自 他 覚的 副作

用は全例 に認め なか った。臨検値 の 変動 は1例 にBUN,S-Crの 軽度上 昇,1例 にS-GOT,S-GPT

の軽度 の一 過性上 昇 をみ た。
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1.対 象 と成 績

尿路感染症39例(単 純 性1例,複 雑性38例 ） の膿尿

と細菌尿に対す る臨床 効 果 は,Table1にUTI判 定 と

主治医判定 と共 に示 した。急性 腎孟 腎炎 の60歳 の女性

にcefclidin(CFCL)19を 輸 液300m1に 溶解 し 外 来 で

点滴投与(d.i.)で3日 間 治療 した。UTI基 準 で著効 を示

した。

慢性 複雑 性UTIの 症 例 は38例 で あ る。年 齢 構 成 は

20～85歳 まで で平均65.6±15.5歳 であ った。 性別 は 男

性25例,女 性13例 で あっ た。65歳 以上 の高齢 者 は27例

で全体の約71%を 占め た。 治療 方 法 は1日1回 投 与例

では外来通院 で行 い,1日2回 投 与例 では 入院 で行 っ

た。投与方法 の大半 はCFCLを 輸 液100～500m1に 溶解

してd.i.によったが,1例 は20mlに 溶解 して3～4分

かけて静注 した。 投与期 間 は3～8日 間 であ る。38例

の カテー テル留 置の有 無 につ いてみ る と,留 置 症例 は

16例,非 留置症例 は22例 であ った。 治療前 に尿 中か ら

カン ジダ を検 出 した例 が8例 あ った。効 果判 定 につ い

て は,菌 数 が104CFU/mlに 満 たない症例 や,判 定 日の

ず れが あ った症例 等 は,カ ン ジダ検 出例 と共にUTI薬

効評 価基 準 の評価 か ら除外 した。 その 結果38例 中UTI

薬効 評価 基準1)で評価 し得 た症例 は24例 で あ った。

総 合効 果判 定 は著効5,有 効12,無 効7で 総合 有効

率 は71%で あ った(Table2)。 病態群 別有 効率 では,

単独 菌感 染群 が8例 中7例 が有効 以上 で あ ったの に対

して,複 数菌 感染 群 では16例 中10例,63%で,後 者 の

有効 率 が若 干低 か った。 カテー テ ル留 置 の有 無別有 効

率 は 「有 」が11例 中6例 有 効 で55%,「 無」が13例 中11

例 で85%の 有効率 で,「 無 」の有 効率 が優 った(Table

3)。 細 菌学 的効 果 ではgrampositivecoccus(GPC)26

株 とgramnegative rods(GNR)24株,計50株 が検 出 さ

れ た。この うちGPCは17株,65.4%,GNRは19株79-2

%が 除菌 され た。菌種 別 にみ るとGPCで は,Enterococ-

cusfaecalisに は 若 干 効 果 が 劣 り,Enterococcus
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Table I. Clinical summary of UTI cases treeated with cefclidin
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#(1): acute uncomplicated pyelonephritis
(2)-(39): chronic complicated UTI
N.D.: not done

NF-GNR: non-fermenting gram negative rod
* before treatment

after treatment
**UTI: criteria proposed by the UTI committee

Dr.: Dr 's evaluation

##
Daily dose(g •~ /day)/duration(days)

0.5 •~ 2/4 in case No.20; 0.5 •~ 2/5 in case No.2, 3, 18, 19, 21, 28

0.5 •~ 2/6-8 in case No.4, 27, 29, 30, 31, 39; 1.0 •~ 1/3 in case No.1, 36, 38

1.0 •~ 1/5 in case No.5-15, 35; 1.0 •~ 2/5 in case No.16, 17, 22, 23, 24, 25, 32, 33, 37

2.0 •~ 1/5 in case No.34; 0.5 •~ 1/3.0.5 •~ 2/2 in case No.26

###
1): excluded by fungi infection
2): excluded by bacteriuria less than 10' CFU/ml

3): excluded by pyuria less than 5 cells/hpf

4): excluded by evaluation on day 7
5): excluded by evaluation on day 3
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Table 2. Overall clinical efficacy of cefclidin in complicated UTI

Table 3. Overall clinical efficacy of cefclidin classified by the type of infection

faeciumに は効 果 をみ なか った。 その他 の菌 種 は総 じ

て,満 足すべ き効 果 を得 た。GNRはGPCに 比べ て,全

体 と し て 除 菌 率 が 高 く79.2%で あ っ た。特 に,

Pseudamoms aeruginmで は9株 中7株,7/9が 除菌

され た。 この成績 を含 めて,CFCLはGNRに 対 す る除

菌効 果 はGPCに 比べ て高 い こ とを示 して いた。特 にR

aeruginosaに 対す る高い除菌 率 は,特 筆 すべ き成 績 で

あ っ た(Table 4)。 投与 後 出現 菌 は12株 認 め られ た

が,主 な菌種 はEfaeciumと 真 菌 であ った。

UTI基 準 で除外 した症例 を含 め た38例 全 症例 での 主

治 医判 定 では,著 効7例,有 効21例,や や 有効5例,

無効5例 で,有 効 率 は74%で あっ た。

安 全性 につ いて,CFCLで 治療 を行 った39例 全例 に

自他 覚 的副作 用 をみ とめ なか った。

臨 床 検 査 値 で1例 にBUN 21→31 S-Cr 1.1→

1.7(mg/dl)と 一 過 性 の上 昇 をみ た。 この他1例 に

S-GOTが21→36, S-GPTが18→29(KAU)と 僅かに上

昇 した例 が み られた。

II.考 察

CFCLはinvitroの 成績 で も明 らか なよ うに,GNR

の うち特 にPaerugihosaに 強 い抗菌 活性 を示す ことが

特 長 で あ るe)。その成績 が 今 回の 臨床 で もよ く示 され

てお り,Paeruginosaの9株 中7株,7/9の 除菌率の成

績 は高 く評 価 で きた。今 回の治療 対象 は,Table3に 不

した よ うに,留 置 カテー テル症例 が11例 と全体の約46

%を 占め,か つ複 数菌 感染例 が16例 で全 体の約67%を
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Table 4. Bacteriological response to cefclidin in complicated UTI

* regardless of bacterial count

占めていた。 こ うした対象 はUTIの 中で も もっ とも難

治性 であ り,化 学療法 で高 い有効率 を期 待 す る こ とは

困難 なこ とが多い。 しか しなが ら,本 剤 は抗 菌 活性,

抗菌 スペ ク トルか らみて敢 て こ うした症例 を治験 対 象

として多 く選 んだoそ の結 果,UTI薬 効評価 基 準 で総

合有効率 が,71%と 高い有効 率 を示 した。 この 臨床 成

績は高 い除菌率(72%)と 一 致す るもの であ り,CFCL

の強 い抗菌活性 を反 映 した もの と考 え られた。 また安

全性 につ いて も本剤 に基づ くと思 わ れ る特 記すべ き問

題 を認め なか った。

以上 の 成績 をみ る とCFCLは 既 存 の 同系 剤 の う ち

ceftazidime3)と 同等か,こ れ を凌 ぐ注射 用 セ フェム 系

抗 生 物 質 で あ る と考 え ら れ た 。
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Cefclidin (CFCL) , a new derivative of injectable cephalosporins, was administered in the treatment

of 39 patients with UTI, including 1 acute uncomplicated pyelonephritis (AUP) and 38 chronic

complicated cystitis or pyelonephritis (CC-UTI) . The results obtained were as follows.

For one AUP caused by Escherichia coli, lg a day of CFCL was given for 3 days, and the efficacy

was evaluated as excellent. CC-UTI patients were treated with several dosages such as 0.5g •~ 2, 1

g•~ 1, 1g •~ 2, a day for a 5 day course.

The overall efficacy was evaluated as excellent in 5 , moderate in 12, and poor in 7, with the rate

of efficacy 71% by Japanese UTI criteria. In the bacteriological study, it was notable that 7 strains

of Pseudomonas aeruginosa out of 9 were eradicated after the treatment. As for a safety profile,

there were no side effects encountered. In laboratory tests there were transient and mild abnormal

values which included an elevation of BUN, serum creatinine in one case, and that of S-GOT, S-GPT

in another case, however they returned to normal after the discontinuance of the drug. CFCL was

considered specially useful in the treatment of UTI caused by stubborn gram negative bacteria,

including P. aeruginosa.


